
■隠された未知■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 252号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：コロナの影響 

 

コロナウイルスの影響は、僕のような零細ビジネスにまで影響する。 

いろいろと中止、自粛が重なって、今週の予定はほとんど吹っ飛んでしまいました。 

生き残った予定は、土曜日の笑恵館勤務だけ。 

火曜の不燃公社さんと、水曜の京島－エチオピアツアーは、昨日決まった予定です。 

という訳で、今週は呼び出し・訪問、大歓迎１ 

ご連絡、お待ちしてます。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：隠された未知 

 

小さな小さなウィルスが、世界を揺り動かしている。 

新型コロナウィルスという病原体がこれほど深刻な事態を招くのは、それが人類にとって未知のものだから。 

これまで人類は、幾度となく伝染病大流行を経て、宗教や医学を発展させ、社会を整備してきた。 

だが、生命の仕組みが解明されるほどに分かってきたことは、未知の病原体に対しては治療法が無い上に、コロ

ナウィルスの方も更なる変異を遂げるかもしれないということだ。 

すでにワクチンの開発は始まっているものの、その完成までには 1年以上待たなければならないという。 

結局人間は、生態系を含む世界全体の新たな変化に対し、最悪の事態を想定しなければならなくなった。 

・ 

現在新型コロナウィルスは、世界中に危機的な状況をもたらしつつある。 

これを具体的に言うならば、誰でも自分に危機が及ぶこと、どこでも危機的な状態になりうること、そしていつ



でもその危機が起き得ること。 

この説明は、世界が「人間(who)」と「空間(where)」と「時間(when)」から構成されていると考える僕にとって

はたやすいこと。 

つまり、知らないものに対処することの重要性は、誰もがどこでもいつでも当事者になりうる課題であるためだ

と僕は思う。 

だが同時に、知らないものに対しては、誰も対処の術を知らない。 

新型コロナウィルスの深刻さは、まさにこの点にあると思う。 

・ 

社会では、この未知の事態を「異常事態」、「非常事態」、「緊急事態」などと呼んでいるが、それぞれ少しずつ意

味が違う。 

強引だが、理解するためにあえて分類すると、「異常」とは人間に関する未知、「非常」とは空間に関する未知、

そして「緊急」とは時間に関する未知を示している。 

まず人間は、ウィルスに感染し検査で陽性反応が出ると、隔離されてしまう異常事態となる。 

症状が治まり陰性反応になって、経過観察期間が経過すれば「正常」な人間に戻れる。 

次に、感染者が出現したり感染源や経路と思われる空間は、危険度が非常に高まり、閉鎖や集会禁止などの非常

事態となる。 

人間の健康状態が正常とならなければ、非常事態を解除し「通常」の状態に戻すわけにはいかない。 

そして、異常者の発見と非常時への備えに緊急を要する北海道やサンフランシスコ市では「緊急事態」が宣言さ

れた。 

たとえ正しい対処法でなくても、なにも対処しないことはもはや許されないのが未知への対処だ。 

・ 

実は先日、NPO法人 HOME-FOR-ALLのミーティングで、こんな議論が行われた。 

東日本大震災の被災地における異常事態がもたらした「みんなの家」の成果が、時を経るとともに風化してきた

と考えてきたが、それは間違いかもしれない。 

「みんなの家」の運営を通して見えてきたのは、人々の孤立化が被災地に限らず社会全般に及んでいることだ。 

私たちが日常のぬるま湯の中で、すでに起きている異常や非常に気付いていないだけではないだろうか。 

異常や非常に気付かないのは、それが正常や通常とは違う「未知」だから。 

「未知」に気付くことが難しいからこそ対処に遅れ、やがて緊急事態を招いてしまうのかもしれない。 

伊東豊雄さんが「あと 10 軒、新たなみんなの家を作ろう！」といった時、僕は重たいドアが開いたような気が

した。 

・ 

ついに先日、安倍首相は「全国の学校閉鎖」を要請した。 

首相の独断だという批判は、首相任せにしてきた無責任者の遠吠えなので、僕は聞かない。 

「未知と向き合い、戦おう！」と、僕は拳を挙げげたいと思う。 

でも、日本における異常や非常は、むしろ新型コロナウィルスでは無い。 

学校を保育園化し、子育てを外注している現代社会そのものだ。 

まだ PCR検査ができないなどと寝ぼけたことを言っている医療システムだ。 

マスクだけでなくトイレットペーパーや食料まで買い占めて、一儲けを狙う拝金主義だ。 

先日天野家の天野さんが、「ウイルスが人の本心さらけ出す」とぼやいてた。 

この「本心」こそが、「隠された未知」なのかもしれない。 

 

http://nanoni.co.jp/20200301/ 



 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘いイベント 

凡例 ○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）03/02 ◎作業日 10-21時 面談可（青葉台） 

（火）03/03 ◎作業日 13-16時 面談可（田町） 

   16-19時 ●不燃公社打合せ（田町） 

（水）03/04 ◎作業日 10-13時 面談可（青葉台） 

   14-18時 ●京島プロジェクト（京島） 

   19-21時 ★リトルエチオピア（四つ木） 

（木）03/05 ◎作業日 10-21時 面談可（青葉台） 

（金）03/06 ◎作業日 10-21時 面談可（青葉台） 

（土）03/07 〇作業日 09-17時 面談可（笑恵館） 

 10-17時 ★地主の学校_6・複式簿記講習（笑恵館） 

（日）03/08 ◎休業日 09-17時 面談歓迎（青葉台） 

 

■その後の予定 

03/12 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/12 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/13 19-21時 ★カプラー起業交流会（三茶） 

03/14 10-17時 ★地主の学校_7・複式簿記講習（笑恵館） 

03/15 14-18時 ★チャレンジアシストプログラム 合同報告会（新木場） 

03/16 18-20時 △懐石料理マナー教室（一宮案） 

03/17 15-17時 ★地主の学校＠御宿（御宿） 

03/18 10-17時 ★地主の学校＠御宿（御宿グッドネイバーズ） 

03/19 10-20時 ★なるほどデイ・持ち寄り食事会（笑恵館） 

03/21 10-13時 ★地主の学校_8・まつむら塾（笑恵館） 

03/22 10-14時 ★名栗の森オーナーシップクラブ２月例会（飯能） 

03/26 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/28 10-12時 ★地主の学校_9・まつむら塾（笑恵館） 

04/04 10-17時 ★地主の学校_10・まつむら塾（笑恵館） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 



・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


